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きたい (前半部本文引用は, 右文書院 ｢徒然草
説話 (古今著聞集 十訓抄 宇治拾遺物語 古事












































































のもの｣ つまり, ｢人事｣, その中でも最も人
間的なものが吐露される場として捉えていよう｡













⑦ では更に, ｢よき人は｣ と具体的に論を進








はないか｡ 『徒然草』 を読んでいく上で ｢よ
き人｣ は大切なキーワードの一つである｡
⑧ では ｢よき人｣ と ｢片田舎の人｣ の鑑賞態
度を端的に表している言葉は, それぞれ何で
しょうか｡
⇒ ｢なほざりなり｣ と ｢色濃く｣
ここでの ｢なほざりなり｣ は ｢色濃く｣ に
対するものであり, 口語訳もそれに沿うもの
となるよう, 注意した方がよい｡









⑩ 第二段落冒頭の ｢さやうの人｣ とは, どの
ような人を指しているのでしょうか｡
⇒ ｢片田舎の人｣






｢(都の人の) 若く末々なる (人)｣ ｢(都の人
の) (ゆゆしげなる) 人の後ろに候ふ (人)｣
をも挙げ, それらの人々の ｢ゆゆしげなる人｣
に準じた見物の態度にまで触れている｡












⑬ それでは先ず ｢さやうの人｣ つまり ｢片田


















⑮ このような ｢片田舎の人｣ の祭り見物に対
し, 先程の都の人々の態度を作者はどのよう
に見ているでしょうか｡
⇒ ｢いとも見ず｣ と ｢わりなく見んとする人
もなし｣






















⑲ 第二段落の最後で ｢大路見たるこそ, 祭り
見たるにてはあれ｡｣ と作者は言い切ってい













ざり｣ に ｢よそながら見る｣ 態度であり, ｢思へ
る｣ ことにより心で美を享受する姿勢である｡ そ
してこの考えは, 第二段落で ｢祭り｣ という人事
に置き換えられ, 再び示されている｡ ｢なほざり｣
に ｢よそながら見る｣ 態度は ｢ねぶりて, いとも
見ず｣ という姿になり, ｢わりなく見んとする人
もなし｣ という状況を呈する｡ ｢ねぶりて｣ 皮膚
で祭りの空気を感じ, 心に ｢思｣ って楽しむ｡ そ
して, 物事の移り変わりの中に ｢あはれ｣ を感じ





しさま, いと珍かなりき｣ と過去の助動詞 ｢き｣
により, 具体的な事実に基づいた叙述であること
を示している｡ 絵空事ではないだけに, ｢さやう
の人｣ つまり ｢片田舎の人｣ への批判はより厳し
いものとなっている｡
祭りの日に ｢桟敷の前を｣ ｢行き交ふ｣ 人々を
見ていて, 誰もが逃れられぬ ｢死｣ へと兼好の思
いは及んで行く｡ 眼前の ｢行き交ふ｣ 人々もさる
ことながら, すべての物事の推移の中に ｢あはれ｣
を感じ取る心のありようは, 必然的に ｢死｣ に行
きつくものであろう｡ その ｢死｣ の必然性を見据
えた上で, 現在の ｢生｣ を ｢ありがたき不思議｣




じ｣ と言っているものの, 兼好は ｢死｣ を ｢人｣
と, さらに言えば ｢生｣ と対峙するものと捉えて
はいない｡ 人の生と不即不離にあるものと見てい









いたものは, やはり ｢さかり｣ の花であり ｢くま























行く足掛かりとして ｢古典｣ ｢古典講読｣ を中心
に, 多くの教科書に採られている｡ しかし, その
教材として採録されている部分は, 約四十年間に
わたる生涯のごく一部に集中している｡ 具体的に








当時に筆を起こし, 京の生活, 宮仕え, 結婚
後の生活, 夫の死後と, ほとんど一生にわた
る生活を, 晩年になって回想的に書いたもの





































































































｢おぼゆ｣ は ｢そらにいかでかおぼえ語らむ｣ と








 表現の違い (その二) 係り結び
係り結びは平安時代に最も法則的に現れたとさ
れている｡ そして, 用法は疑問・反語の ｢や (や
は)｣ ｢か (かは)｣ と強意の ｢ぞ｣ ｢なむ｣ ｢こそ｣
に大別されている｡ 現在における ｢ぞ｣ ｢こそ｣ の
使い方及び ｢なむ｣ の消滅を考え合わせ, 強意の

































特に ｢源氏物語を読む｣ では, 物語を軸として
心理の節目となっている部分に係り結びが用いら





し｡｣ という部分である｡ ｢うれしさいみじ｣ と倒
置にしたうえに係助詞 ｢ぞ｣ により ｢うれしさ｣





























 表現の違い (その三) 願望表現




















この ｢見ばや｣ に対し, 依然として上総国で,
ただ漠然と物語を読みたいという ｢何となく慕わ
しい, 心が引かれて見たい｣ という作者の気持ち
が ｢ゆかしさ｣ で表されている｡ ちなみに, 作者
が大いに傾倒していた 『源氏物語』 では, ｢ゆかし｣
の他に類義語として ｢いぶかし｣ ｢みまほし｣ ｢聞
かまほし｣ を使い分けていたと考えられている｡
そして, 都に上り実際に物語を読んでゆく中で,
願望の対象は ｢紫のゆかり｣ の ｢続き｣ という具
体的なものとなる｡ ｢見まほし｣ という言葉が用
いられているのは実にこの段階である｡ ｢まほし｣
は ｢まくほし｣ の変じたものであり, ｢まく｣ は
推量の助動詞 ｢む｣ の名詞形, ｢ほし｣ は ｢欲｣







 表現の違い (その四) ｢心もとなし｣
『更級日記』 中に ｢心もとなし｣ の用例はさほ
ど多くはない｡ ｢東路の道の果てよりも｣ の冒頭
から ｢まづいとはかなく, あさまし｣ まででも,
わずかに三例を数えるのみである｡ そしてその三







・心も得ず, 心もとなく思ふ ｢源氏｣ を,
名詞 ｢心｣ に副詞 ｢もとな｣ がついて形容詞と
なった ｢心もとなし｣ は, 本来, 期待や願望がな
かなか実現せずに気持ちだけが先行してしまい,
不安感や焦燥感を抱いている落ち着かない状態を






ここにあげた ｢門出｣ の ｢いみじく心もとなき




氏物語を読む｣ での ｢いみじく心もとなく, ゆか
しくおぼゆる｣ は, 『源氏物語』 を見たいという
作者の願いが帰京したにもかかわらず容易には実
現せず, 待ちわびて苛立たしく思っている状態,





























































と試みている｡ 『徒然草』 は短い章段が多く, 自
己を試されているかの如き感はぬぐえないが, そ
の奥行はいかようにも深められる｡ また, 『更級
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